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I①本締り錠ケ 一 ス ・ ガ ー ド錠ケ 一 スを取付けます

1 本締り錠ケ 一 スの③のヒスとカ ー ト錠ケ 一 スの⑤
のヒスを取りはすし、 残りのヒスは少しゆるめた
状態にしてくたさい。

2 本締り錠ケ 一 スを戸当り桓に、 上下方向に注意し
て取付けてくたさい。 〔取付手順については下記の
取付詳細を参照してください。〕

3 本締り錠ケ 一 スと同し要領て、 カ ー ト錠ケ 一 スも
戸当り桓に取付けてくたさい。
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ード錠ケ 一 ス
①ビスのつしヽていない側から形材をはさむようにして、 ヶ —

スを戸当り梱の中に納めてくたさい。
（本締り錠ケ 一 スの場合は下から、 カ ー ト錠ケ 一 スの場合

は上から入れてください。）

〈本締リ錠ケ 一 スの場合〉
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〈ガート錠ケ 一 スの場合〉

本締り錠ケ一ス

②本締り錠ケ 一 スを下方向に目 一杯下け、 本締
り錠ケ 一スと戸当り雁の面か同 上になるよう
にしてくたさい。（ガー ド錠ケ 一スは上方向に
上げ、 同様に取付けてくたさい。）
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③錠ケ 一スを上下に動かし、 ほぽ中央と思われ
る位置でヒスを仮止めしてくたさい。（多少
上下に動く程度）

※ピス止めは、 A(2本） 、 8(2本）の順に行って〈ださい。
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取りはずしたピスを入れる.. 

玄関引戸はるか 戸先錠
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②外座と内座を取付けます

② -1 口す、カマ錠 ・ ガ ー ド錠を出した状態（施錠状態）
にしてくたさい。（トリガ一を押しなから◎部は引
き出し、◎部は押 し下げれば、施錠状態になりま
す。）

② -2 外座の①部をカマ錠の長穴®に、＠部をガ ー ト錠
の長穴⑥に入れ、外座をはめ込んでください。
I上下方向に注意してください。）

② -3 内座のつまみを下げた状態（閉の文字が見える状
態）にしてくたさい。

斎②ー 4内座の◎部をカマ錠の長穴◎に、角穴®に外座の

引 合のヒレを、同しように◎部をガ ー ド錠の長穴◎

戸 に、角穴®に◎のヒレを入れ、内座をはめ込んで
くたさし¥

② -5 錠か作動するか確認してから、引手との間にすき
間かないように内座を寄せ、ビス止めしてくださ
ぃ。（錠の作動確認は、室内側のつまみを上げ下
げして行ってくださしヽ。）

② -6 仮止めになっている本締り錠ケ一 スとガ ー ド錠ケ 一

スのビスを、しっかり締 めてください。
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